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１．背景、目的
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家庭用コージェネの特徴

・電気と熱の両方を利用でき、エネルギー効率が高い。
・分散型電源であり、購入電力量が少なく、需給逼迫に貢献。

＜発電制御＞
燃料電池をはじめとする家庭用コージェネは
住宅の使用電力に応じて発電

■燃料電池のエネルギー利用イメージ

家庭用コージェネとは

家庭用コージェネは分散型電源であり、購入電力が少なく、需給逼迫に貢献。

燃料電池は住宅の使用電力に応じて発電し、不足分は電力系統から購入。

＜燃料電池の発電動作例＞

電
力
需
要
・
発
電
量
等

700W

0時 6時 12時 18時

燃料電池発電量
（自家消費）

使用電力

24時

700W

購入電力
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課題

ＤＲ時の使用電力が燃料電池の定格出力よりも小さいと、燃料電池の発電能力を最
大限に活かしきれず、買電削減量が居住者節電量を下回る。

ＤＲ発動時の動き

燃料電池
の負荷追従運転

ＤＲ時の使用電力が燃料電池の定格出力よりも低い場合に、節電量が買電削減量に反映されない。

＜ケース１＞
ＤＲ時の使用電力＞燃料電池の定格（700Ｗ）

1000W

800W

負荷追従 負荷追従

＜燃料電池＞
自家消費（700Ｗ）

節電量

100W

（例：DR時に1000Ｗ→800Ｗに節電）

＜ケース２＞
ＤＲ時の使用電力＜燃料電池の定格（700Ｗ）
（例：DR時に500Ｗ→300Ｗに節電）

＋

通常時

電力需給逼迫
（DR発動）

居住者による
節電行動

300W

ＤＲ時

節電量
(200W)

買電削減量
(200W)

＝

課題

500W

＜燃料電池＞
自家消費節電量

300W

負荷追従 負荷追従

買電量0W

通常時 ＤＲ時

節電量
(200W)

買電削減量
(0W)

＞
買電量

買電量

使用電力
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課題解決

電力需給逼迫時に、居住者に節電行動を促すと共に燃料電池を定格運転させること
で、居住者節電量を上回る系統電力削減量が期待できる。

解決策

＋ 燃料電池の
定格運転

電力需給逼迫
（DR発動）

居住者による
節電行動

通常時 ＤＲ時

＜ケース２´＞
ＤＲ時の使用電力＜燃料電池の定格（700Ｗ）
（例：DR時に500Ｗ→300Ｗに節電）

【期待できる効果】
節電量より大きい系統電力削減量が可能

＜燃料電池＞
発電量（700Ｗ）

500W

＜燃料電池＞
自家消費節電量

300W

負荷追従 負荷追従

＜燃料電池＞
逆潮

買電量0W

定格運転
-400W

上記期待効果を実験集合住宅NEXT２１で実証

節電量
(200W)

系統電力削減量
(400W)

＜
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竣 工 ：1993年10月

所 在 地 ：大阪市天王寺区

規 模 ：地上６階、地下１階

住 宅 規 模 ：18戸

概要

近未来の都市型集合住宅の姿を模索し、実居住で検証するための実験住宅

これまでの実証内容

（参考） 実験集合住宅ＮＥＸＴ21とは

第１フェーズ ゆとりある住生活と

省エネルギー・環境保全の両立

第２フェーズ 地球環境と

人の暮らしへの配慮

第３フェーズ
接続可能な

都市居住を支える

住まい・ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ

環境にやさしい

心豊かな暮らし

社員家族による実居住実験

第４フェーズ

1994

2000

2007
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２．デマンドレスポンス実証内容
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デマンドレスポンス実証条件

対象住戸 603住戸(燃料電池 エネファームtypeS設置）

試験期間 2013年8月～

DR時間帯
＜夏期＞ 13～16時（3時間）

＜冬期＞ 9～21時（12時間）

DRの方式

CPP（DR時間帯の電気料金を上げる）

＜夏期＞ 60、80、100円/kWh

＜冬期＞ 40、60円/kWh

・買電単価＝売電単価

※通常単価は、約20円/kWh

効果評価の方法 DR実施日の気温と類似した3日の平均使用量と比較

DR条件の詳細は以下のとおり。

◇107m2,3LDK
◇４人家族
（夫,妻,幼児2人）
◇節電行動の動機
・社会意識
・金銭面
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節電要請をＨＥＭＳ端末に通知し、居住者の節電行動を要請。

DR時間帯には燃料電池を自動制御で定格運転。

DR時間帯に
定格運転の
制御信号

節電要請
を発信

デマンドレスポンス発動の流れ

携帯電話、HEMS端末に
通知し、節電行動を要請

HEMS端末

翌日の天気、
最高気温から判断

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://lovefreephoto.sakura.ne.jp/illust/kiichan/2011/10/20111006_smartphone_w1440.png&imgrefurl=http://matome.naver.jp/odai/2133707901578531101/2133708390179077603&usg=__06uGCAM5QEvnbkrU_KbC3V1RANA=&h=1440&w=1440&sz=24&hl=ja&start=2&sig2=YAc92aiA4rDIgnkz19byZw&zoom=1&tbnid=FsSvmOT0TjMSmM:&tbnh=150&tbnw=150&ei=f8_KUc6YOpHpkAXvhIC4DQ&prev=/search%3Fq%3D%25E6%2590%25BA%25E5%25B8%25AF%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%2B%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%26rlz%3D1I7GGLD_ja%26tbm%3Disch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAQ
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://lovefreephoto.sakura.ne.jp/illust/kiichan/2011/10/20111006_smartphone_w1440.png&imgrefurl=http://matome.naver.jp/odai/2133707901578531101/2133708390179077603&usg=__06uGCAM5QEvnbkrU_KbC3V1RANA=&h=1440&w=1440&sz=24&hl=ja&start=2&sig2=YAc92aiA4rDIgnkz19byZw&zoom=1&tbnid=FsSvmOT0TjMSmM:&tbnh=150&tbnw=150&ei=f8_KUc6YOpHpkAXvhIC4DQ&prev=/search%3Fq%3D%25E6%2590%25BA%25E5%25B8%25AF%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%2B%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%26rlz%3D1I7GGLD_ja%26tbm%3Disch&itbs=1&sa=X&ved=0CC4QrQMwAQ
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.civillink.net/fsozai/sozai/keitai8.gif&imgrefurl=http://wasendou.com/musou/%3Fp%3D889&usg=__wqjaR_UJil1f8l_46U449R_LbqM=&h=350&w=201&sz=7&hl=ja&start=9&sig2=om_rzkYu1JaQG3avh22ATA&zoom=1&tbnid=OSIf7XRi-rypEM:&tbnh=120&tbnw=69&ei=BNDKUeqMH4vdkgXHsICICQ&prev=/search%3Fq%3D%25E6%2590%25BA%25E5%25B8%25AF%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%2B%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%26rlz%3D1I7GGLD_ja%26tbm%3Disch&itbs=1&sa=X&ved=0CDwQrQMwCA
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.civillink.net/fsozai/sozai/keitai8.gif&imgrefurl=http://wasendou.com/musou/%3Fp%3D889&usg=__wqjaR_UJil1f8l_46U449R_LbqM=&h=350&w=201&sz=7&hl=ja&start=9&sig2=om_rzkYu1JaQG3avh22ATA&zoom=1&tbnid=OSIf7XRi-rypEM:&tbnh=120&tbnw=69&ei=BNDKUeqMH4vdkgXHsICICQ&prev=/search%3Fq%3D%25E6%2590%25BA%25E5%25B8%25AF%25E9%259B%25BB%25E8%25A9%25B1%2B%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588%26rlz%3D1I7GGLD_ja%26tbm%3Disch&itbs=1&sa=X&ved=0CDwQrQMwCA
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節電行動のモチベーションを維持・向上させるために、節電成績表と使用電力の見える化を搭載

ＨＥＭＳ画面（１年目）

着目点

 モチベーションの維持向上 ⇒ ①節電成績表、②使用電力の見える化

<狙い>
実施した節電行動の節電量と金銭メリットを
把握するとともに、振り返りを促す

<狙い>リアルタイムの使用電力と普段の使用電力を比較することで、節電行動を促進

<狙い>過去の電力使用量・売買電力量を確認することで、節電行動の振り返りを促す



12

３．実証結果と考察
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【 DR逆潮の稼働例 ： 603住戸、夏期代表日 】

＜居住者＞節電量

DR時間帯

＜燃料電池＞逆潮量

3時 0時6時 9時 12時 15時 18時 21時

0

2.0

1.5

1.0

0.5

(kW)

電
力

ＤＲ時間に節電行動＋燃料電池を定格運転させることで、買電量を減少し、

余剰がある場合は、さらに逆潮することが可能

実証結果① （夏期ＤＲの代表例）

＜燃料電池＞自家消費

類似日平均使用電力DR当日使用電力

DR当日燃料電池発電電力

燃料電池自家消費
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居住者の節電行動に加え、燃料電池を定格運転させることで、節電量と比較して、

夏期は1.5倍、冬期は2.1倍の系統電力削減効果を確認。

実証結果② （１年目の実証結果）

夏期：2013/8/27～8/30のＤＲ時間帯の4日間平均

冬期：2014/1/16～2/14のＤＲ時間帯の8日間平均

項目 夏期 冬期

①使用電力（ベース） 2.2 6.4

②＜燃料電池＞自家消費(ベース) 1.5 5.4

③買電量（ベース） 0.7 1.0

④使用電力（ＤＲ時） 0.9 3.6

⑤＜燃料電池＞自家消費(ＤＲ時) 0.9 3.4

⑥買電量（ＤＲ時） 0.0 0.2

⑦＜燃料電池＞逆潮量 1.2 5.0

⑧＜居住者＞節電量 (④-①) 1.3 2.8

⑨系統電力削減量（③-⑥＋⑦） 1.9 5.8

定格運転時の系統電力削減量と節
電量の比(⑨/⑧)

1.5倍 2.1倍

(kWh)＜実証結果＞

⑧<居住者>
節電量

⑦＜燃料電池＞
逆潮量

⑤＜燃料電池＞
自家消費(DR時)

負荷追従

定格運転

類似日 ＤＲ日

①使用電力
（ベース）

④使用電力
（ＤＲ時）

買電削減量

逆潮量

⑨系統電力削減量

③買電量
（ベース）⑥買電量

（ＤＲ時）

②＜燃料電池＞
自家消費
（ベース）

(kWh)
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過去の数値データは興味が少ないために、節電行動を直接評価するコメントを搭載。

具体的な節電行動が常に確認できるよう、節電行動アドバイスを搭載。

実証結果③ ＨＥＭＳ（１年目の評価と２年目の取組み）

１年目の評価

節電行動が数値に
現れるので、やりが

いがあった。

数値ばかりで、
だんだん画面を
見なくなった 『前回ＤＲ一言コメント』

『節電行動アドバイス』

新規導入

節電行動を直接評価する
コメント等の定性的な評価の方
が興味がある

(仮説)

継続して搭載

具体的な節電行動
がわからない

節電行動をＨＥＭＳに表示し、
毎回確認することで、行動が増える

(仮説)

＜考察＞
過去の数値データは興味が薄い

２年目の取組み

＜考察＞
現在の数値データは興味がある

新規導入
＜考察＞
節電行動の教育が必要
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数値だけでなく、居住者の節電行動そのものを一言コメントで評価。

推奨する節電行動アドバイスを実施時間帯にわけて表示。

ＨＥＭＳ画面（２年目）

変更

エアコンの使用を控えることで、上手に節電できました。この調子で頑張りましょう。

電力や熱使用量から節電行動を解析し、全30種の中から選択

＜夏期＞

＜冬期＞

変更

http://www.google.co.jp/url?url=http://pixta.jp/tags/%25E6%2589%2587%25E9%25A2%25A8%25E6%25A9%259F%2520%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=QsO7U4_5L4SWkwWw-4HIAw&ved=0CC4Q9QEwDA&sig2=SIczer_XX0TxN9k5FX_rpg&usg=AFQjCNEANl42erw9FMRlHwNw0WWzHxFTeg
http://www.google.co.jp/url?url=http://pixta.jp/tags/%25E6%2589%2587%25E9%25A2%25A8%25E6%25A9%259F%2520%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2588&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ei=QsO7U4_5L4SWkwWw-4HIAw&ved=0CC4Q9QEwDA&sig2=SIczer_XX0TxN9k5FX_rpg&usg=AFQjCNEANl42erw9FMRlHwNw0WWzHxFTeg
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居住者の節電行動に加え、燃料電池を定格運転させることで、節電量と比較して

夏期は1.1倍、冬期は2.7倍の系統電力削減効果を確認。

実証結果④ （２年目の実証結果）

夏期：2014/8/1～9/2のＤＲ時間帯の9日間平均

冬期：2015/1/7～2/13のＤＲ時間帯の10日間平均

項目 夏期 冬期

①使用電力（ベース） 3.3 6.8

②＜燃料電池＞自家消費(ベース) 1.9 5.7

③買電量（ベース） 1.4 1.1

④使用電力（ＤＲ時） 1.8 5.2

⑤＜燃料電池＞自家消費(ＤＲ時) 1.4 5.0

⑥買電量（ＤＲ時） 0.4 0.2

⑦＜燃料電池＞逆潮量 0.7 3.4

⑧＜居住者＞節電量 (④-①) 1.5 1.6

⑨系統電力削減量（③-⑥＋⑦） 1.7 4.3

定格運転時の系統電力削減量と節
電量の比(⑨/⑧)

1.1倍 2.7倍

(kWh)＜実証結果＞

⑧<居住者>
節電量

⑦＜燃料電池＞
逆潮量

⑤＜燃料電池＞
自家消費(DR時)

負荷追従

定格運転

類似日 ＤＲ日

①使用電力
（ベース）

④使用電力
（ＤＲ時）

買電削減量

逆潮量

⑨系統電力削減量

③買電量
（ベース）⑥買電量

（ＤＲ時）

②＜燃料電池＞
自家消費
（ベース）

(kWh)
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否定的なヒアリング結果があるものの、一部では節電効果が表れており、

現段階ではＨＥＭＳによる居住者のモチベーションの持続性は判断できない。

実証結果⑤ ＨＥＭＳ（２年目の評価）

（冬期）

ＨＥＭＳの評価

エアコンの使用を控えることで、上手に節電できました。この調子で頑張りましょう。

節電行動を評価してもらい、
モチベーションが向上した。

節電のために役立つ項目
が分かり、今回実施した。

内容の変化が乏しく、
次第に見なくなっていった。

（夏期）

『次第に見なくなっていった』とのヒアリング結果もあるが、一部では節電効果が表れているため、
現段階ではＨＥＭＳによる居住者のモチベーションの持続性は判断できず、今後も継続して検証。

考察

項目 １年目 ２年目 差

⑧＜居住者＞節電量 (④-①) 1.3 1.5 +0.2

１年目 ２年目 差

2.8 1.6 -1.2

節電量は夏期で増加し、冬期では減少
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デマンドレスポンス時に、居住者の節電行動と同時に、燃料電池を定格運転することで、

節電分以上の系統電力削減が可能。

実証結果⑥ １年目と２年目の比較、考察

（冬期）
１年目と２年目の比較

（夏期）

項目 １年目 ２年目 差

①使用電力（ベース） 2.2 3.3 +1.1

④使用電力（ＤＲ時） 0.9 1.8 +0.9

⑧＜居住者＞節電量 (④-①) 1.3 1.5 +0.2

⑨系統電力削減量（③-⑥＋⑦） 1.9 1.7 -0.2

定格運転時の系統電力削減量と
節電量の比(⑨/⑧)

1.5倍 1.1倍 -

１年目 ２年目 差

6.4 6.8 +0.4

3.6 5.2 +1.6

2.8 1.6 -1.2

5.8 4.3 -1.5

2.1倍 2.7倍 -

○ＤＲ時に燃料電池を定格運転することで、
居住者節電量と比較して夏期：1.1～1.5倍、冬期：2.1～2.7倍の効果を確認。

ＤＲ時に燃料電池を定格運転することで居住者の節電分以上の系統電力削減効果がある。

○居住者の節電量は夏期で0.2kWh増加し、冬期で1.2kWh減少。
○ベースの使用電力、ＤＲ時の使用電力ともに１年目よりも２年目の方が大きい。

節電量の評価だけではなく、ベースの使用電力やＤＲ時の使用電力に注意することが必要

その他、感じたこと

・ベースの使用電力の増加 → ＤＲ発動回数の増加
・ＤＲ時の使用電力の増加 → 需給逼迫が緩和されない
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ご清聴ありがとうございました。


